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Ⅲ 目指すべき教育の姿

県総合計画では、東日本大震災・原子力災害からの復興・再生に向けて県全体で共有

する基本目標を として掲げています。そ「夢・希望・笑顔に満ちた“新生ふくしま 」”

して、ふくしまの復興・再生に向けて、人づくりや地域づくりが夢や希望の持てる社会

づくりの基礎となる「ふくしまの礎」に 『人と地域が輝く“ふくしま 』を位置づけ、、 ”

「ふくしまを支える柱」として『いきいきとして活力に満ちた“ふくしま 『安全と”』、

安心に支えられた“ふくしま 『人にも自然にも思いやりにあふれた“ふくしま 』の”』、 ”

３つを置いて、３０年後を展望し実現を目指す「目指す将来の姿」を描いています。

このうち、教育に関わる３０年後の目指す将来の姿は、主に次のように描かれていま

す。

「ふくしまの礎（いしずえ 」）

『人と地域が輝く“ふくしま 』”

○ 子育て世代に優しい社会が実現するとともに、多様な生き方が社会に受容さ

れています。地域社会は、子どもの明るい笑顔と活気にあふれています。

○ 子どもたちが、互いに協働し社会に貢献しながら自立して人生を切り拓いて

いく、創造力にあふれた「こころ豊かでたくましい人」に育っています。

○ 県民は文化・芸術・スポーツ活動に親しみ、本県は先進的な文化・芸術・ス

ポーツ活動の発信拠点となっています。また、若者・女性・高齢者などが、社

会の主役として活躍しています。県民は人生を楽しみ、生活に幸福を実感して

います。

「ふくしまを支える柱」

『いきいきとして活力に満ちた“ふくしま 』”

、○ 本県を拠点とした再生可能エネルギー の研究と実用化が進展するとともに１１

関連産業が集積しています。また、県内のエネルギー需要を満たす再生可能エ

ネルギーが生み出されているとともに、創エネルギーによる地域の活性化が図

られています。

○ 能力の高い人材が多数育成され、県内経済を支えています。また、雇用環境・

、 。労働環境の改善が進み ライフスタイル に合わせた働き方が浸透しています１

……３ページ参照。
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再生可能エネルギー……８
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『安全と安心に支えられた“ふくしま 』”

○ 治安対策、防火対策、交通安全対策、食品の安全対策などが適切に行われ、

日常生活の安全と安心が確保されています。

○ 大規模災害などに備えて、防災・減災対策が強化されています。また、災害

発生時に適切な初動対応ができるように、行政と住民が一体となった訓練や情

報インフラ の整備が行き届いています。１３

『人にも自然にも思いやりにあふれた“ふくしま 』”

○ 家庭、学校、職場、地域など、あらゆる場面で性別にかかわりなく、男女が

自らの能力を発揮できる社会となっています。また、能力、国籍、文化など、

個人の特性の違いに対して包容力の高い社会となっています。

○ 人の優しさや温かさを実感できる社会となっているとともに、生活再建や事

業再建など再チャレンジの機会が充実しています。全ての県民は、家族、人、

地域の愛と絆に包まれています。

○ 豊かな山、川、海、湖沼に代表される美しい自然環境、さわやかな空気、清

、 。 、 、らかな水が保全され 自然と共生する社会が実現しています また 自然景観

歴史と伝統が息づく景観、街並みの景観が継承されています。

１ 基本理念

平成２３年３月、本県は、東日本大震災・原子力災害により、多くの県民が家族を失

うとともに、生まれ育った土地を離れた避難生活を余儀なくされるなどの深刻な被害を

受けました。

これら未曾有の災害の中にあって、困難に直面しながらも秩序や礼節を失わず、復興 ・

再生に向けて冷静に行動する人々の姿に世界から賞賛の声が寄せられました。また、地

域住民やボランティアなどが中心となり、支え合いや助け合いが行われ、地域の絆の重

要性を広く認識させることになりました。

こうした温かな県民性や堅固な地域の絆は、本県の歴史や文化、豊かな自然環境の中

で育まれてきたものであって、福島県民の誇りであり、財産であり、復興・再生の糧と

なるものです。これらを大事に守り育て、後の世代に伝えていくことが我々に与えられ

た責務であり、子どもたちも、ふくしまで生まれたことを誇りに思いながら大人に成長

していくことを望んでいるはずです。

震災後、本県の目指す教育は、この責務を果たし、子どもたちの夢や希望を実現する

ものでなければなりません。

情報通信の基盤となる考え方やその技術の総称のことであるが、各種の情報通
13

情報インフラ……

信網と通信機器などを指すことが多い。
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平成２２年３月に策定した第６次福島県総合教育計画では、次の基本理念を掲げまし

た。

“ふくしまの和”で奏でる、こころ豊かなたくましい人づくり

同計画では、この基本理念を掲げることで、県全体で共有すべき「想い」を次のよう

に記しています。

本県には、温かい県民性やお互いを支え合う地域社会の絆、恵まれた自然環

境や優れた文化・伝統、７つの生活圏や「はま・なか・あいづ」に象徴される

多様性などの特徴があります。

この特性を生かしながら、学校、家庭、地域が連携・協力し、県民が一体と

なって豊かな教育環境を形成し、ハーモニーを奏でるように人づくりを進めて

いきたい。

そして、ふくしまの子どもたちが、豊かな人間性、社会性を身につけ、活力

に満ち、社会に貢献しながら自立して人生を切り拓いていくための「確かな学

」 「 」 、 「 」力 と 健やかな体 を持つ 創造力にあふれた こころ豊かなたくましい人

に育ってほしい。

震災前に掲げた基本理念ではありますが、この想いは、東日本大震災・原子力災害

からの復興を担う本県の人づくりにとって、震災前にもまして必要とされているもの

です。東日本大震災・原子力災害を経た本県において、震災前と同じ基本理念を敢え

て継続して掲げることで、そこに込められた想いを改めて示すとともに、この理念を

実現するため、震災等を踏まえた新たな教育施策を積極的に盛り込み、生まれ育った

郷土に対する愛着と誇りを持った、ふくしまの復興を共に支え、共に歩んでいく人づ

くりを力強く推進してまいります。


